
出典:上里町Webサイト「上里町コミュニティバスこむぎっち号利用案内」、 
http://www.town.kamisato.saitama.jp/1748.htm 

図1-2-4 こむぎっち号・路線バスの路線図 

50 

 

 



出典:上里町Webサイト「上里町コミュニティバスこむぎっち号利用案内」、 
http://www.town.kamisato.saitama.jp/1748.htm 

図1-2-5 こむぎっち号・路線バスの時刻表（改定後） 
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⑤公共交通機関間の連携状況 
こむぎっち号は神保原駅等において、こむぎっち号の他ルートへの乗り継ぎ

が考慮されているものの、他交通機関等との乗り継ぎの利便性は確保されてい
ない。 

出典:上里町Webサイト「上里町コミュニティバスこむぎっち号利用案内」（加工）、 
http://www.town.kamisato.saitama.jp/1748.htm 

図1-2-6 こむぎっち中央ルートと北部ルートの連携状況 
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・連携が行われているダイヤ（こむぎっち号中央ルートと南部ルート） 

 

北部ルート（アグリパーク上里循環）月・水・金 

バス停名称 １便 2便 3便 4便 5便 6便 7便 

★神保原駅北口 8:47 10:04 11:15 12:30 14:30 15:50 17:00 

 

中央ルート（アグリパーク上里行き）月～土 

バス停名称 １便 2便 3便 4便 5便 

★神保原駅北口 9:08 10:08 11:33 13:28 14:48 

中央ルート（ウニクス行き）月～土 

バス停名称 １便 2便 3便 4便 5便 6便 7便 

★神保原駅北口 8:50 10:10 11:15 12:30 14:30 15:50 17:00 

北部ルート（アグリパーク上里循環）月・水・金 

バス停名称 １便 2便 3便 4便 5便 6便 7便 

★神保原駅北口 8:47 10:04 11:19 13:18 14:30 15:50 17:00 

 



（２）「こむぎっち号」の運行状況 
①利用者数 

１）全体 
こむぎっち号の利用者数を以下に示す。平成30年度までは増加傾向にあった
が、コロナ禍により令和2年度に大きく減少し、令和3年度以降は回復傾向に
ある。 
※「こむぎっち号」は平成28年３月運行開始のため、平成27年度を除外してグラフを作成。 

２）ルート別 
ルート別では、中央ルートと北部・南部ルートの利用者数に大きな差がある。 

出典:こむぎっち号輸送人数データ 

図1-2-8 こむぎっち号（ルート別）の利用者数 
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出典:こむぎっち号輸送人数データ 

図1-2-7 こむぎっち号（全体）の利用者数 
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３）停留所別 
ＯＤ調査より得られたこむぎっち号の停留所別利用者数を次頁以降に示す。

なお、ＯＤ調査の調査概要は以下のようになっている。 

表1-2-5 ＯＤ調査 調査概要 

出典:こむぎっち号 令和４年度OD調査結果 

54 

 

3

項目 内容 

調査期間 令和4年10月3日（月）～ 10月８日（土） 

調査対象者 調査期間内における「こむぎっち号」の利用者全員 

調査方法 運転手による調査 

調査数 292人 

調査数内訳 中央ルート 235人 

北部ルート（アグリパーク上里循環）9人 

北部ルート（ウニクス循環）10人 

南部ルート（アグリパーク上里循環）15人 

南部ルート（ウニクス循環）23人 

 



中央ルートは、ルート全体を通して利用されているが、北部ルート及び南部
ルートにはほとんど利用されていない停留所が多く存在している。 

出典:こむぎっち号   令和４年度OD調査結果 
図1-2-9 停留所別利用者数（全体） 
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表1-2-6 利用者数の多い停留所 

 

 

バス停名 人数 

イオンタウン 96 

ウニクス 81 

上里町役場 51 

神保原駅北口 51 

神保原駅南広場 48 

とりせん北 35 

アグリパーク上里 30 

 



 

  
 

  
 

  
 

② 移 動 の 流 れ                                                          
     OＤ調査より得られた、こむぎっち号による移動の流れを以下に示す。 

 神保原駅～イオンタウン駅の移動が24人と多く、駅から、その他の商業施設間
の移動も多い。 

※神保原駅の利用は、北口と南広場の利用者数を合算。 

出典:こむぎっち号 令和４年度OD調査結果 
図1-2-10 移動の流れ（全体） 

表1-2-7 利用上位区間 
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※主要な商業施設間の移動を図示

 

 

 

 

利用区間 人数 

神保原駅～イオンタウン 24 

とりせん北～保健センター 16 

神保原駅～ウニクス 15 

上里町役場～ウニクス 14 

神保原駅～アグリパーク上里 14 

上里町役場～イオンタウン 13 

神保原駅～ベルク七本木店 10 

カインズ～イオンタウン 10 

 



  
 

③運営状況
１）収支 
平成29年度（2017年度）より、交通不便地域解消を目的とした「生活交通確

保維持事業費補助金」を受けている。補助金を加味した収支の差は、特別交付税
により補填している状況となっている。 

35,681 42,529 

※運行経費については協定の中で総額が定められている。H30～R2年度にかけて年間の運行経
費が軽減されているが、総額の範囲内で推移しているもので実質的な経費削減が図られている
ものではない。 
「運賃等収入」には「生活交通確保維持事業費補助金」を含む。 

「こむぎっち号」は平成28年3月運行開始のため、平成27年度の運行経費は3月分のみの値 

出典:こむぎっち号   利用実態データ 
図1-2-11 「こむぎっち号」の運行経費 

２）１人あたりの町負担額 
利用者１人あたりの運行経費の町負担分はR元年度まで減少していたが、R2年

度には利用者数が減少となったため増加したが、R3年度以降、回復傾向にある。 

出典:こむぎっち号   利用実態データ 
図1-2-12 １人あたりの運行経費町負担分 
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1－3．移動に関する町民の意向 
（１）調査概要 

①調査目的 
・町民の移動実態の把握 
・公共交通及び自動車依存への町民意識の把握 

②調査対象者 
15歳以上の町民3,000人（無作為抽出） 

③調査時期 
令和元年（2019年）10月3日～10月17日 

④設問内容 
回答者属性、公共交通の不満点、公共交通への町民意識、
外出の目的や交通手段、公共交通利用の観点 

⑤調査方法 
郵送配布・郵送回収 

⑥配布・回収数 
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【回収数に対する有意性】 
必要なサンプル数を検討する際、以下の公式が用いられることが多い。 

𝑁 
𝑛 = 

𝜀   2      𝑁 − 1 
(
𝐾

)   
𝑃(1 − 𝑃) 

+ 1
 

ε:標本誤差（許容できるサンプリングの誤差（一般的には5%以内）） 
K:正規分布の性質から与えられる値（ε=5%の場合、1.96。ε=3.4%の場合、2.12） 
P:想定する調査結果（0.5が最も安全側の値） 
N:母集団の大きさ（上里町人口:31,017人（2019年4月1日時点の町人口）） 

n:必要とされるサンプル数 

今回の回収数を上式のnにあてはめて、標本誤差を求めると3.4%となる。 
一般的な基準である5%を下回っており、本調査は有意性を確保できている。 

配布数 3,000票 
回収数 975票 
回収率 32.5% 
必要サンプル数 380票 

 
 

 



⑦調査票 
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（２）調査結果（概要） 
調査結果の概要を示す。詳細は巻末の資料編を参照。 

●日常生活全般における移動手段の中心が自動車となっている。 
・外出の際の交通手段 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 

自動車（自分で運転） 1,981 

自転車・バイク 299 

家族による送迎 221 

徒歩 

タクシー

こむぎっち号

路線バスそ

の他 

98 

15 

9 

7 

29 
単位:人 
回答者数:975人 
※複数回答 

・移動目的別交通手段 

●町外への外出が多く、特に本庄市との繋がりが強い。 

・最も多い外出の目的地 

無回答

6% 

・町外の目的地上位５地 

神保原地域 
9% 

上里東地域 
6% 

七本木地域 

16% 
上里町外 

54% 
賀美地域 

8% 

⾧幡地域 

1% 
回答者数:969人 

※無効を除く 

・目的別町外の目的地 

※無効を除く 
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 通勤・通学 買い物 通院 手続き 趣味・遊び等 
地域名 票数 地域名 票数 地域名 票数 地域名 票数 地域名 票数 

1 本庄市 150 本庄市 108 本庄市 46 本庄市 5 本庄市 118 

2 高崎市 43 高崎市 35 藤岡市 27 熊谷市 1 高崎市 47 
3 深谷市 28 藤岡市 18 高崎市 8 － － 東京都 30 
4 熊谷市 26 伊勢崎市 14 伊勢崎市 7 － － 伊勢崎市 25 

5 伊勢崎市 23 東京都 7 前橋市、
深谷市 

6 － － 
群馬県 
（全体） 

21 

 地域名 票数 

1 本庄市 175 

2 高崎市 45 

3 深谷市 30 

4 藤岡市 27 

5 熊谷市 26 

 通勤・通学 買い物 通院 手続き 趣味・遊び等 
交通手段 票数 交通手段 票数 交通手段 票数 交通手段 票数 交通手段 票数 

1 自動車 491 自動車 723 自動車 161 自動車 36 自動車 484 

2 自転車・
バイク 

99 自転車・
バイク 

86 送迎 42 送迎 6 自転車・
バイク 

80 

3 送迎 39 送迎 73 自転車・
バイク 

21 自転車・
バイク 

4 送迎 50 

    
 

       

    

   

 



●どの公共交通機関にも一様に「不満」を感じている。 
・各公共交通への不満有無 0% 20% 40% 60% 80% 100% 

鉄道(958) 

路線バス(946) 

こむぎっち号（改定前）(955) 

こむぎっち号（改定後）(951) 

タクシー(962) 

1 

1 

不満あり 不満なし わからない 無回答 
回答者数:962人 ※無効を除く 

●バス交通に関する不満点は、乗車場所や運行時間帯に関するものが多い。 
・路線バスへの不満理由 0 100 200 

※無効を除く 
・こむぎっち号への不満理由 

0 50 100 150 

141 (40.3%) 
106 (33.1%) 運行本数が少ない 

111 ( 
132 (37.7%) 利用したい時間帯に運行していない 34.7%) 

運行日が1日おきで利用しづらい 107 (33.4%) 
114 (32.6%) どこを走っているのかわからない 96 (30.0%) 

84 (24.0%) 
71 日曜に利用できない (22.2%) 
71 (20.3%) 

62(19.4%) 停留所の場所がわからない・わかりづらい 

65 (18.6%) 
48 (1 出発地から目的地までの所要時間が⾧い 5.0%) 

64 (18.3%) 
43 (13 

改定前 

改定後 
乗り継ぎ・乗り換えが不便 .4%) 

49 (14.0%) 
36 

単位:人 出発地、目的地の近くに停留所がない (11.3%) 不満あり人数: 
25 (7.1%) 改定前 350人 始発（終発）時間が遅い（早い） 20 (6.3%) 改定後 320人 

42 (12.0%) 
38 (11.9%) (%):不満あり人数に対する割合 その他 

※無効を除く 

65 

   
  
 

  
   

 

   
 

  
 

  

    
  
 

   

  
 
   

  

   
  

運行本数が少ない

どこを走っているのかわからない 

停留所の場所がわからない・わかりづらい 

出発地、目的地の近くに停留所がない

利用したい時間帯に運行していない 

1 

167

126 (32. 

126 (32. 

106 (27.0% 

83 (46.6%) 

(42.5%) 

1%) 

1%) 

) 

乗り継ぎ、乗り換えが不便

始発（終発）時間が遅い（早い） 

その他 

41 (10.

37 (9.4

43 (10.

4%)  
単位:人 

%) 不満あり

9%)  
(%): 不 

 

人数:393人 
満あり人数に 
対する割合 

35 48 16 
     

41 16 42 
     

36 11 49 4
     

34 11 50 5 
     

35 21 40 4

 



●公共交通全般に対して、半数以上の方が、皆で支える必要性を感じている。 
・公共交通を支える意識 0% 20% 40% 60% 80% 100% 

鉄道 2 6 6  

路線バス    9  6  

こむぎっち号   8  6  

タクシー  5  8   6 

強くそう思う
全く思わない 

そう思う 
わからない 

どちらともいえない
無回答 

そう思わない 
回答者数:975人 

●公共交通は皆で支える必要があると感じている一方で、公共交通利用への変更意
向は少ない。 

・車から公共交通利用への変更意向 
無回答 

車を使用していない 
5%

 

5% 

そう思う 
9% 

どちらともいえない 

23% 
そう思わない 

58% 

回答者数:975人 

●公共交通利用への変更意向を持っている方は、運転技術面で不安を感じている方
が多い。 

・公共交通利用へ変更したい理由 
無回答

6% 
技術面で不安 

21% 
その他 
13% 

自家用車の維持費 
17% 健康面で不安 

14% 

健康を意識

19% 

回答者数:87人 

環境を配慮 
10% 
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35 30 15 6 
     

21 34 23 6 2 
     

23 37 17 5  4
     

15 27 29 10 

 



●公共交通利用への変更意向を持っていない方は、自家用車が便利であることを理
由に挙げている方が多い。 

・公共交通利用へ変更したくない理由 
その他 
2% 

運転に不安 
を感じない 

3% 

公共交通は

不便

12% 

無回答 
1% 

自家用車が 
便利 

82% 
回答者数:569人 

●公共交通において重要視している点は、乗降場所や運行時間帯など、「利便性」
に関する内容が重要視されている。 

・公共交通で重要視している点 
0 200 400 600 800 

610 

603 

自宅近くで乗れること（場所） 

乗りたい時間に利用できること（時間） 

利用料金が安いこと（金額） 

目的地近くまで行けること（場所） 

目的地までの所要時間が短いこと（時間） 

その他

わからない 

(69.8%) 

(69.0%) 

6 (56.8%) 

47.8%) 

単位:人 
回答者数:874人 
※無効、無回答を除く 
(%):回答者数に 

対する割合 

●公共交通利用へ変更する条件も、乗降場所や運行時間など「利便性」に関する内
容が重視されている。 

・公共交通利用へ変更したくなる条件 

無回答 

19% 出発地、目的 
地の近くに停留

所がある

36% 

その他 
8% 

公共交通の情報が

わかりやすくなる

3% 

公共交通が安価に

利用できるようになる

11% 

乗りたい時間帯 

に運行している 
23% 回答者数:872人 

※無効を除く 
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49 

418  (

169 (19.3%) 

12 (1.4%) 

45 (5.1%) 

 



（３）総括 

・ 自家用車による移動が中心であり、公共交通利用は少ない。 
・ 町外への外出が多く、特に本庄市との繋がりが強い。 
・ どの交通機関も日常生活に不可欠だと考えられ、皆で支える必要性を感

じられている。 
・ 一方で、約６割の方が公共交通利用への変更意向が無い。 
・ 変更意向が無い方のうち、約８割は、自家用車が便利であることを理由

に挙げている。 
・ 公共交通には、利便性の改善が求められている。 
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